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大平庵（たいへいあん）は、もともと明治元年（1868）創業の造り酒屋でした。当時は、木下
（きのした）酒造といい、「大平（たいへい）」という銘柄の日本酒を造っていました。「大平」とい
う銘柄の由来は、江戸時代までさかのぼります。
江戸時代の木下家は、今の佐賀県多久市の東部地域の大庄屋（おおじょうや 村の世話役）
を代々勤めていました。その当主の名が、「平兵衛（へいべい）」「平九郎（へいくろう）」というよ
うに、代々「平（へい）」の字が使われ、村人から「大庄屋の平○○さん」と呼ばれていたことか
ら、「大庄屋」の「大（おお）」と「平○○さん」の「平（へい）」の字を合わせて、銘柄は「大平（たい
へい）」と定められました。
約100年続いてきた造り酒屋でしたが、時代の流れからか、日本酒づくりもなかなか昔のよう
にはいかない風潮（ふうちょう）になってきました。良い酒をつくっても、大手に押されたりで、思
うようにいかず、混沌（こんとん）とした時間が長く続きました。
日本酒は「百薬の長（ひゃくやくのちょう）」といわれるように、適切な飲み方は、体に良いもの
とされてきました。そして、日本酒を飲む店は、昔は決まって「そば屋」でした。そばも体に良い
健康食。そば屋で酒を飲み、最後はそばで締めるのが、江戸時代からの庶民の慣わしだった
のです。
ここに注目したのが、大平庵を創った、東京出身の故・木下治夫(先代社長)です。そば文化
の東京から、うどん文化の九州へ婿養子として来てより、酒造り一筋に励んできた木下でした。
しかし、そば主流の江戸っ子が、いつも思うことは、「うまい酒はあるんだが、うまいそばがない。
うまいそばが食べたい。うまいそばを食べさせてくれる店はないのか。」でした。もともと社長の
実家がそばを営んでいたこともあり、その思いは、日に日に強くなっていったそうです。そして、
「佐賀にないのなら、俺が作ろう」。それが大平庵の誕生だったのです。
そして木下が目指したのは、自分自身に染み付いている、100年近い伝統のある酒造りの技
法と経験を、「生そば」作りに活かすことでした。酒造りの独自の技術で仕上がった生そばを酒
造り時代に使っていた「酒蔵（さかぐら）」の中で、お客さんに食べてもらいたい。」という気持ち
が、木下の心にありました。木下酒造の酒造りの技術と経験は、そのまま生そばづくりに注が
れ、酒造り道具は大切に保管され、肥前（ひぜん）の酒造り道具の博物館に陳列されています。

そして現在、お客様に美味しいお蕎麦と歴史空間を楽しんでいただけるように日々精進して
います。食の安全が騒がれる昨今、健康に良い蕎麦を毎日心を込めて打ち、料理は厳選した
素材を使用しています。老若男女皆様に喜ばれるお店づくりを心がけ、暖かい笑顔が生まれ
るような、最大限のおもてなしを、お客様おひとりおひとりに提供して参ります。

最後に、本知的資産経営報告書をご覧いただき、当社の想いをご理解頂ければ幸いです。

社長からみなさまへ

株式会社大平庵

代表取締役

武田 耕一
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経営理念

そばと佐賀の地酒の食文化を継承し、お客様
に健康と笑顔を提供する。

コンセプト

多久の歴史と和の文化を感じながら、気軽に生そ
ばと佐賀の地酒をゆっくり堪能できる店
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店舗コンセプト

和の文化を感じながら、こだわり
のそばを味わえる店。

笑顔で接することはもちろん

お客様とのより深い絆を築くこと
を意識している店。

酒蔵資料館を併設しており

酒造り用具２千点以上が国の重
要文化財に指定されている。

生そばだけでなく、法事などの会
席料理を提供できる。

厳選された料理に合う佐賀の地
酒が味わえ、販売も行う。

海外からの旅行客に対して、酒
蔵資料館内で抹茶の体験ができ
る。

笑顔と和みを提供するお店
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経営環境

支出額の動向

平成25 年「二人以上世帯」の1 世帯当たり一般外食費は154,533 円で2 年連続の前
年比増加となっています。しかしながら、平成14 年の一般外食費と比較すると99.5％
程度に減少しています。同様にそば・うどん支出についてみると、平成25 年では5,734 
円となっており、こちらも2 年連続の増加となっています。さらに、そば・うどん支出に
限ると平成14 年比較でも106.4％と増加になっています。また、この結果からも、そ

ば・うどん市場は外食の中でも需要の変動が少ない市場であり、近年急激に成長して
いるセルフ型チェーン店や、健康志向の高まりなどにより、需要を押し上げていること
が想像できます。

来店客数・客単価の動向

そば・うどん店の1 日平均客数及び平均食事単価をみると「総数」では客数が
56.7 人、食事単価が881 円であり、営業形態別でみると、ばらつきがあるものの、
「そば専門店」は客数32.4 人と少ないが、食事単価は1,116 円と高くなっています。

麺類飲食店の経営上の問題点

個人経営、会社経営ともに総数でみると、問題点としては｢客数の減少｣が圧倒的に
多く、「客単価の減少」、その他「材料費の上昇」、「光熱費の上昇」など利益を圧迫し
ている要因の比率も高い結果となっています。また、「施設・設備の老朽化」も3割程

度見られ、客数の減少・客単価の減少に悩まされながら、材料費・光熱費等の費用の
上昇に苦しみ、設備投資の必要性に迫られていることが推察されます。
うどんそば店・立ち食いそばうどん店・そば専門店・うどん専門店の４形態別に見ると、

専門店のほうが、「客数の減少」に悩まされていない傾向が見て取れる一方で、専門
店のほうが「人手不足・求人難」で悩んでいる傾向があります。

平成２５年 生活衛生関係営業経営実態調査

うどん・そばの飲食店営業は，伝統的な飲食業として古くから親しまれるとともに，国民の
食生活に密接に関連し，日常生活の充実と日本の食文化に大きく貢献してきました。
しかし，近年，経済状況についての先行き不透明感，消費者の食生活の多様化及び嗜好
の変化，コンビニエンスストア，弁当チェーン店等のいわゆる中食産業及びファーストフ
ードやファミリーレストランに代表される外食産業の増加並びにそれらのメニューの低価
格化など，うどん・そばの飲食店営業を取り巻く経営環境は大きく変化しています。

うどん・そば飲食店営業を取り巻く環境
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外部環境と内部環境を踏まえた今後の課題

外部環境

• 厳しい外食市場の中では、有望な市場である。
• 専門店のほうが支持を得ている。
• 客数・客単価の減少に悩んでいる。
• 原材料費や人件費や光熱費が上昇している。

• 競合相手は同業者に限らずファーストフード店
や回転寿司屋など麺類の提供を実施する傾向
がある。

内部環境

• スタッフの高齢化と人材不足が顕著である。

• 社会的ニーズの変化に対応する仕組みが確
立できていない。

• 店舗、駐車場、酒蔵老朽化が進んでいる。

経営方針・ビジョンの明確化
看板メニュー・季節メニューの定着化

情報発信の強化
専門的なメニュー

取組むべき課題
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そば粉について
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つゆのこだわり
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大平庵の資産

ヒト
笑顔で丁
寧なサービ

ス

組織力
提案力・商品
サービスの研

究

情報
お客様の声を社
内で共有

その数３５００枚

歴史的建造物
酒作り用具2千
点以上が国の
重要文化財に

指定

理念
美味いそばを
提供するため
に、妥協しない
探求心

風土
明るい接客
従業員の仲間
意識の高さと
感謝の気持ち
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店舗紹介

店内１階

テーブル席、お座敷、個
室をご用意しています。

ご家族連れのお客様、
ご高齢者など、お客様
のご希望に合わせてご
案内しています。

店内２階

最大７０名様収容のお
座敷になっています。
宴会、貸切りも承って

います。ゆっくりとのん
びりできる空間です。

多久インターチェンジか
ら約５分の好立地で駐
車場は４０台収容でき、
大型バスも立ち寄ること
が可能です。
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季節替わりのセットメニュー

定番商品はもちろん
季節感を味わってい
ただきたくて、四季
折々の旬のセットメ
ニューをご用意して
います。

大平庵に来れば、歴
史、文化、四季、そ
して、たくさんの笑
顔に出会えます。

大平庵に来て忘れてはいけ
ないのが、佐賀の地酒です。

地酒に合うお料理もご用意
しています。〆に美味いそ
ばを食べればあなたもそば
通の仲間入りです。
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沿革

西 暦 事 項

1868 木下酒造場創設

1960 木下酒造株式会社となる

1974 社名を株式会社・大平庵に変更

1976 皇太子・皇太子妃両殿下ご来佐のおり、ご昼食を進呈。

1988 大平庵酒蔵資料館の展示品「肥前佐賀の酒造り用具」

が、国指定重要民俗文化財となる。

2007 代表取締役・社長に武田耕一就任

2013 佐賀県主催・第二回さが地産地消コンテストにて

大平庵の「味噌カツ丼」が優秀賞を受賞。
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当社の知的資産 スタッフとのつながり

当社の知的資産 重要有形民俗文化財

法人化当初からのスタッ
フがいるほど、みんな大
平庵が大好きです。

家族同然ですので、気心
が知れており、お互い助
け合いながら仕事をして
います。少しでもお客様
のためにと日々提案、改
善をくり返しています。

笑顔が絶えることがない
のが当店の自慢です。

これらの文化財は、第一から第四展示室に、工
程別に集められ、陳列されています。

また、第三展示室のある酒蔵内では、佐賀のい
ろいろな地酒が試飲でき、購入できる売店もご
ざいます。

現天皇皇后両陛下（当時皇太子・皇太子
妃両殿下）ご来佐のおり、大平庵がご昼食
を進呈した際の器です。
これも、大平庵の宝物です。
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当社の知的資産 お客様との関係

約3500枚にも上るお客様

からの声。お客様からのお
声は当社の宝物です。お褒
めのお言葉は我々スタッフ
の元気とやる気の源です。
お叱りのお言葉はおごりや
甘えの気持ちを払拭してく
ださるありがたい声だと感
謝しています。
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自社

仕入先
鵜池商事（そば粉）
東商店（精肉・野菜）

安藤（米）
相浦ファーム（卵）
吉原鮮魚（魚）

下田商事（一般食材）

協力先
大和酒造（日本酒・焼酎）

得意先
JTB・宮崎交通（旅行会社）

玉屋（百貨店）
モリナガ（スーパーマーケット）

中高年のバスツアー旅行客
海外の旅行客

地域の家族連れ客
個人旅行客
法事・慶事顧客
営業マン
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大平庵の将来像

今後も旨いそばと佐賀の地酒が味わえる店として、地域の方に
より一層かわいがってもらえるような店に成長させたいと考えて
おります。また、佐賀のへそに位置するこの多久大平庵で佐賀
の地酒資料館を作り、多久の名所の一つになり、多久地区の
活性化にも寄与することが当社の夢です。

高価格

低価格

幅広い
メニュー こだわりのある

専門性の高い
メニュー

これまで

これから
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会社概要

商 号 株式会社 大平庵（たいへいあん）

代 表 者 武田 耕一

所 在 地 〒846-0012 佐賀県多久市東多久町別府4650番地

電 話 0952-76-2455

Ｆ Ａ Ｘ 0952-76-3293

E-mail info@namasoba.com

設 立 昭和35年11月1日

資 本 金 1000万円

従 業 員 10名

業務内容
飲食業（生そばと天ぷらを中心とした和食）、麺製造業（生そばの製造）、
酒類の展示・販売

主な取引会社 ㈱佐賀玉屋 大和酒造 鳴滝酒造 天山酒造 窓乃梅酒造

佐賀酒販 スーパーモリナガ ＪＴＢ 宮崎交通 第一観光高陽社 そ
の他

mailto:info@namasoba.com

